













　1999 年 2 月，新任の連邦政府帰還移住者問題訳注 1) 専門委員ヨッヘン・ヴェルト


















































































かった。ヴェンデリーン・マンゴルト［Wendelin Mangold］（出国 1990 年）やヴィ
クトル・ハインツ［Viktor Heinz］（同 1992 年），ノーラ・プフェッファー［Nora 
Pfeffer］（同 1992 年），ネリ ・ーヴァッカー［Nelly Wacker］（同 1993 年）のような，
まずまずの作家たちも数名，1990 年代前半にドイツに移った。1991 年の『ロシ
ア･ドイツ人作家会議テクスト集　第 1 号［Texte der Rußlanddeutschen Autorentage 
































　だが，1995 年から 1996 年にかけて，転機が訪れる。帰還移住者たちは途方
にくれるばかりの状況を脱し，―特にロシア・ドイツ人同郷人会のもとでま
とまって―自ら状況を打破すべく，具体的行動を始めたのである。1995 年 10
月，「ロシア・ドイツ人文学会［Literaturkreis der Deutschen aus Rußland］」がボン

























4 4 4 4 4 4
［das Hier und 
Heute］に創造的に参画すべく踏み出すことも出来るだろう
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
。」16) この文学年報
の第 1 巻は，1996 年に「われわれ自身―ロシア・ドイツ文学冊子［Wir selbst. 











































の著者の大多数（第 1 巻では 27 名中 25 名）は後発帰還移住者［Spätaussiedler］
であり，彼らのうち 4 分の 3 は，90 年代にドイツに来た人々である。
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」という課題に沿っ
て変化した。すなわち第 3 巻では，第 1 巻や第 2 巻に比べ，この課題に関連する
寄稿が明らかに多い。「今そしてここ












そう。アルマアタのドイツ劇場で三部作『幾世紀の荒波をこえて［Auf den Wogen 
der Jahrhunderte］』（1992 年）により伝説的成功を体験したこの作家は，出国後の

































































































































Sakamoto, Kiyoko: Einmaleins des Schreibens. Über den schwierigen Neubeginn der 
„rußlanddeutschen“ Literatur in Deutschland.  In: Mut. Forum für Kultur, Politik und 
Geschichte. Nr. 392, Asendorf, April 2000, S. 38-49.
【原注】
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員）の演説。In: Info-Dienst. Deutsche Aussiedler. Nr. 101. S. 3.
2) 同上。
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22.
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Germano- Slavica Fall 1983, Vol. IV, No. 4, S. 187.
6) Zitiert nach der Zusammenfassung eines Referates von Annelore Engel-Braunschmidt. 
Volk auf dem Weg,［以下，VadW］ 12/1990, S. 12.
7) In einem Referat im Symposium über die Deutsche Literatur in Osteuropa (Dez. 1991). 
VadW 2/91, S. 11.
8) Aus dem Artikel von Friedrich Eugenbert. VadW 11/96, S. 48.







10) VadW 11/95, S. 19.
11) VadW 12/90, S. 12.
12) VadW 7/93, S. 8.
13) Wort vom Leiter des Autorenkreises, Johann Warkentin. VadW 3/96,  S. 4
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14) Johann Warkentin, Ein Blick zurück ... Ein Schritt voran. In: „Wir selbst. Rußlanddeusche 
Literaturblätter“ (1997), S. 18.
15) VadW 3/93, S. 4.
16) VadW 3/96, S. 4.
17) Johann Warkentin, Vorspruch. In: „Wir selbst. Rußlanddeutsche Literaturblätter“ (1996), 
S. 8.
18) Johann Warkentin, Schwierigkeiten und Chancen unseres Neubeginns in Deutschland. In: 
„Wir selbst. Rußlanddeutsche Literaturblätter“ (1998), S. 10.
19) VadW 11/96, S. 6.
20) Warkentin, „Wir selbst“ (1998), S. 13.
21) Viktor Heinz, Zarte Radieschen. In: „Wir selbst“ (1997), S. 114.
22) これは，従来から現在にいたるまで，ロシア・ドイツ人作家たちに特有の書き方
であり，克服されるべき問題の一つとして，すでに指摘した。
23) Warkentin, „Wir selbst“ (1998), S. 10.
24) Andreas Guski, Der Sowjetische Roman als Massenlektüre. In: Eberhard Reißner (Hrsg.), 
Literatur- und Sprachentwicklung in Osteuropa im 20. Jahrhundert. Berlin 1982, S. 77.
25) Viktor Heinz, Deutschland. Ein Herbstmärchen. In: „Wir selbst“ (1998), S. 76.
26) Warkentin, „Wir selbst“  (1998), S. 13.
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【訳注】





ニアあるいは中国を 1990 年 7 月 1 日までに離れた者，あるいはその後，1993 年
1 月 1 日までに受け入れ手続きに入り，当該地域を離れる者。ただし，これら諸
地域から追放されて 1952 年 3 月 31 日までに当該地に帰還したという事情ではな





















ラブ研究センター「スラヴ研究」第 47 号（2000 年），181-216 頁参照。
【訳者後記】
　本稿は，坂本清子前横浜国立大学助教授の論文 Einmaleins des Schreibens. Über den 
schwierigen Neubeginn der „rußlanddeutschen“ Literatur in Deutschland.  In: Mut. Forum für 




ドイツ人歴史研究協会［der Historische Forschungsverein der Deutschen aus Russland e.V.］ 
から刊行されている Mertens, Urlich: Handbuch Russland-Deutsche. Ein Nachschlagewerk 
zur russland-deutschen und deutsch-russischen Geschichte und Kultur. (mit Ortsverzeichnis 
ehemaliger Siedlungsgebiete), Nürnberg/Paderborn 2001 では，巻末に出典資料として挙げ
られている。
　本来であれば，坂本氏に本特集への寄稿をお願いすべきところであるが，大変悲し
いことに，坂本氏は 2004 年 1 月，夭逝された。「勇気」誌に掲載された本論文は，氏
が生前発表された最後の論考である。
　なお訳出にあたって，畠中美菜子東北大学名誉教授に，数々の貴重なご教示を賜っ
た。心より感謝申し上げる。
